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要
約 

百
二
十
回
本
『
水
滸
伝
』
の
版
本
学
的
研
究
と
そ
の
受
容
、
並
び
に
明
清
時
代
に
お
け
る
書
肆
の
出

版
活
動
に
つ
い
て 

中
原 

理
恵 

 

『
水
滸
伝
』
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
が
古
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
百
回
本
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て

き
た
が
、
筆
者
は
百
二
十
回
本
に
研
究
の
重
点
を
置
き
、
原
本
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
近
世
の
日
本

人
は
百
二
十
回
本
こ
そ
が
完
整
な
『
水
滸
伝
』
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
た
め
、
日
本
に
は
百
二
十
回

本
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
百
二
十
回
本
『
忠
義
水
滸
全
書
』
を
刊
行
し
た
書
肆
・
郁
郁
堂
を
足
が
か
り
に
、
明
清

時
代
の
書
肆
の
活
動
を
調
査
す
る
と
、
共
同
出
版
や
盗
版
と
考
え
ら
れ
る
事
例
が
存
在
し
て
い
た
。

従
来
、
前
近
代
の
中
国
に
お
け
る
出
版
に
つ
い
て
は
不
明
な
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
先
行
研
究
も

あ
ま
り
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。 

 

第
一
章 

百
二
十
回
本
『
水
滸
伝
』
の
諸
版
本 

百
二
十
回
本
に
は
『
忠
義
水
滸
全
伝
』（
以
下
『
全
伝
』）
と
、
そ
れ
を
翻
刻
し
た
『
忠
義
水
滸
全

書
』（
以
下
『
全
書
』）
が
知
ら
れ
る
。
本
章
で
は
、
現
在
ま
で
に
実
見
調
査
し
た
『
全
伝
』、『
全
書
』

の
五
十
四
部
の
書
誌
を
初
印
に
近
い
と
思
わ
れ
る
順
に
列
挙
し
、
版
本
の
位
置
づ
け
を
示
し
た
。 

こ
れ
ま
で
百
二
十
回
本
に
つ
い
て
は
、
多
く
は
先
行
す
る
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
る
『
全
伝
』
で
研
究

が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
日
本
で
最
も
多
く
受
容
さ
れ

た
の
は
『
全
書
』
で
あ
り
、
現
存
数
は
『
全
書
』
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
考

察
を
加
え
た
。 

 

第
二
章 

『
忠
義
水
滸
全
伝
』
に
つ
い
て 

『
全
伝
』
は
、
甲
本
と
乙
本
と
の
二
種
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
甲
本
か
ら
乙
本
へ
の
変
遷

を
た
ど
る
こ
と
で
、
乙
本
に
お
い
て
意
図
し
て
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
さ
ら

に
『
全
伝
』
の
刊
行
年
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。 

甲
本
と
乙
本
の
相
違
の
一
つ
は
、
前
付
の
「
讀
忠
義
水
滸
全
傳
序
」
（
以
下
「
序
」）
と
「
宋
鑑
」

の
有
無
に
あ
り
、『
全
伝
』
の
版
木
が
甲
本
か
ら
乙
本
に
移
っ
て
以
降
、「
序
」
と
「
宋
鑑
」
が
な
く

な
っ
た
も
の
と
想
定
で
き
る
。「
序
」
に
は
、
天
啓
・
崇
禎
帝
の
避
諱
が
確
認
で
き
、『
全
伝
』
は
天

啓
以
降
の
刊
本
だ
と
言
え
る
。「
序
」
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
も
の
が
、
容
与
堂
刊
本
（
内
閣
文
庫
蔵
本
）

の
「
忠
義
水
滸
傳
叙
」
や
、
無
窮
会
蔵
本
の
「
讀
忠
義
水
滸
傳
序
」
な
ど
に
存
在
す
る
。
こ
の
う
ち
、

無
窮
会
蔵
本
に
は
異
民
族
に
対
す
る
蔑
称
「
夷
狄
」、「
犬
羊
」
が
埋
め
木
で
改
刻
さ
れ
て
い
る
部
分

が
存
在
す
る
。 

な
ぜ
乙
本
の
書
肆
が
、「
序
」
を
採
ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
清
初
に
禁
書
処
分
を
恐
れ
て
「
夷

狄
」
な
ど
の
文
字
が
存
在
す
る
序
を
、
そ
の
ま
ま
付
け
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
か
ら
と
考

え
ら
れ
る
。
無
窮
会
蔵
本
は
埋
め
木
で
改
刻
し
て
刊
行
し
た
が
、
乙
本
の
書
肆
は
そ
う
は
し
な
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
全
伝
』
の
乙
本
は
清
初
以
降
の
刊
本
だ
と
推
定
し
た
。 
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第
三
章 
『
忠
義
水
滸
全
書
』
に
つ
い
て 

『
全
伝
』
の
翻
刻
で
あ
る
『
全
書
』
は
、
い
か
な
る
特
色
を
有
す
版
本
な
の
か
に
つ
い
て
論
じ
た
。

『
全
書
』
は
、
版
心
の
ほ
ぼ
全
て
に
「
郁
郁
堂
四
傳
」
の
文
字
が
刻
さ
れ
て
い
る
郁
郁
堂
本
と
、
同

じ
版
木
を
用
い
て
版
心
の
「
郁
郁
堂
四
傳
」
を
削
り
補
修
を
重
ね
て
い
る
後
修
本
の
二
種
に
大
別
で

き
る
。『
全
書
』
は
、
版
木
の
摩
耗
や
紛
失
な
ど
、
新
た
に
版
木
を
彫
り
直
す
必
要
が
生
じ
る
ご
と

に
異
版
を
差
し
替
え
な
が
ら
も
、
郁
郁
堂
本
か
ら
後
修
本
ま
で
一
つ
の
版
木
を
使
い
続
け
て
い
る
。 

 

ま
ず
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
（
以
下
、
尊
経
閣
蔵
本
）
が
『
全
伝
』
に
近
く
、『
全
書
』

の
初
印
に
最
も
近
い
こ
と
を
確
認
し
た
。 

第
九
十
回
最
終
葉
の
版
心
は
、
尊
経
閣
蔵
本
が
「
水
滸
全
書 

第
九
十
回 

十
一 

郁
郁
堂
／
四

伝
」、
他
の
郁
郁
堂
本
が
「
水
滸
全
書 

第
九
十
回 

十
一 

至
一
百
／
十
回
止 

郁
郁
堂
／
四
伝
」

と
あ
る
。
第
九
十
回
第
十
一
葉
に
続
く
第
九
十
一
回
か
ら
第
百
十
回
は
、
百
二
十
回
本
の
挿
増
二
十

回
分
に
相
当
す
る
。
尊
経
閣
蔵
本
と
他
の
郁
郁
堂
本
は
基
本
的
に
同
版
で
あ
り
、
尊
経
閣
蔵
本
以
外

の
郁
郁
堂
本
が
、
わ
ざ
わ
ざ
「
至
一
百
十
回
止
」
を
加
え
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
第
百
十
一
回
の

版
心
は
、
尊
経
閣
蔵
本
の
み
が
「
第
一
百
十
一
回
」
と
あ
り
、
他
の
郁
郁
堂
本
は
「
第
又
一
回
」
と

な
っ
て
い
る
。 

な
ぜ
版
心
に
手
を
加
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
同
一
の
版
木
で
百
回
本
と
百
二
十
回
本

の
二
種
を
刊
行
し
よ
う
と
し
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
第
又
一
回
」
式
に
し
て
お
け
ば
、
百
回

本
の
場
合
は
第
九
十
一
回
か
ら
第
百
回
に
、
百
二
十
回
本
の
場
合
は
第
百
十
一
回
か
ら
第
百
二
十
回

に
使
い
回
す
こ
と
が
で
き
る
。 

と
こ
ろ
で
、
百
二
十
回
本
の
版
木
を
利
用
し
て
百
回
本
を
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
に
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
図
書
館
蔵
本
（
以
下
、
バ
ー
ク
レ
ー
蔵
本
）
が
あ
る
。
バ
ー
ク
レ
ー
蔵

本
は
、
多
く
の
葉
が
郁
郁
堂
本
で
、
版
木
の
一
部
を
作
り
直
し
、
百
二
十
回
本
を
百
回
本
に
仕
立
て

直
し
て
い
る
特
殊
な
本
で
あ
る
。
封
面
は
「
文
盛
堂
藏
板
」
で
あ
っ
て
、
書
肆
・
郁
郁
堂
で
は
な
い
。 

バ
ー
ク
レ
ー
蔵
本
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
尊
経
閣
蔵
本
→
バ
ー
ク
レ
ー
蔵
本
→
他
の
郁
郁
堂

本
と
推
測
し
た
。
百
回
本
に
改
編
さ
れ
た
バ
ー
ク
レ
ー
蔵
本
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、「
第
又
一
回
」

式
の
版
心
が
現
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
た
。 

 

第
四
章 

日
本
に
お
け
る
『
水
滸
伝
』
の
受
容 

江
戸
時
代
の
日
本
人
は
、
も
っ
ぱ
ら
中
国
白
話
小
説
の
代
表
格
『
水
滸
伝
』
を
用
い
て
白
話
を
学

習
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
近
年
、
『
水
滸
伝
』
の
受
容
に
関
わ
る
新
た
な
資
料
が
現
れ
、
文
豪
・
曲

亭
馬
琴
と
大
名
・
諏
訪
忠
林
の
資
料
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
両
者
が
い
か
に
白
話
を
学
ん
で
い
た
か

に
つ
い
て
検
証
し
た
。 

ま
ず
、
曲
亭
馬
琴
に
よ
る
自
筆
書
き
入
れ
本
『
全
書
』
は
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
、（
以
下
、
天
理
蔵
本
）、
第
七
十
二
回
か
ら
第
七
十
六
回
ま
で
の
一
冊
に
詳
細
な
訓
点
が
施
さ

れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
馬
琴
は
白
話
に
通
じ
た
人
物
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も

何
か
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
馬
琴
の
翻
訳
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
印
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象
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
天
理
蔵
本
の
書
き
入
れ
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
馬
琴

が
白
話
を
ど
う
理
解
し
た
か
に
つ
い
て
具
体
的
に
分
析
し
た
。
訓
読
の
癖
に
引
き
ず
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
も
の
の
、
馬
琴
が
『
全
書
』
を
入
念
に
読
ん
で
、
白
話
文
に
和
語
を
当
て
傍
訓
に
特
色
を
持
た

せ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

次
に
、
高
島
藩
主
・
諏
訪
忠
林
の
『
水
滸
伝
』
関
連
資
料
が
、
諏
訪
市
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。

『
全
伝
』
の
版
本
を
原
本
に
見
ま
が
う
ば
か
り
に
写
し
取
ろ
う
と
し
た
抄
本
や
、
他
の
百
回
本
『
水

滸
伝
』
と
『
全
伝
』
の
校
勘
、
白
話
の
語
彙
帖
な
ど
が
現
存
し
、
熱
心
に
白
話
を
学
習
し
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
諏
訪
忠
林
は
『
水
滸
伝
』
を
は
じ
め
と
し
た
白
話
文
学
に
魅
力
を
感
じ
、
さ

ら
に
は
研
究
の
対
象
と
し
て
も
捉
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
た
。 

 

第
五
章 

書
肆
―
―
明
清
時
代
の
共
同
出
版 

従
来
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
共
同
出
版
や
盗
版
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。『
全

書
』
の
書
肆
・
郁
郁
堂
を
足
が
か
り
に
明
清
時
代
に
お
け
る
書
肆
の
活
動
を
調
査
し
て
み
る
と
、
興

味
深
い
事
例
が
存
在
し
て
い
た
。 

ま
ず
、『
合
訂
西
廂
記
文
機
活
趣
全
解
』（
以
下
、『
西
廂
釈
解
』）
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
共
同
出

版
の
可
能
性
を
検
討
し
た
。『
西
廂
釈
解
』
の
大
業
堂
・
郁
郁
堂
刊
本
は
、
版
心
に
「
大
業
堂
」
及

び
「
郁
郁
堂
」
と
刻
さ
れ
、
両
者
が
規
則
正
し
く
現
れ
る
。
第
二
巻
以
降
の
毎
巻
第
一
葉
か
ら
第
十

葉
が
「
大
業
堂
」、
第
十
一
葉
か
ら
巻
末
が
「
郁
郁
堂
」
と
刻
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
第
十
葉
ま
で
を

大
業
堂
が
担
当
し
、
そ
れ
以
降
を
郁
郁
堂
が
担
当
す
る
と
い
う
、
大
業
堂
と
郁
郁
堂
の
共
同
出
版
の

可
能
性
が
う
か
が
わ
れ
た
。 

さ
ら
に
、
明
代
の
裁
判
小
説
『
廉
明
奇
判
公
案
』
を
取
り
上
げ
、
一
度
載
っ
た
話
が
余
氏
に
よ
っ

て
削
除
さ
れ
る
が
、
後
に
大
業
堂
が
初
印
本
を
入
手
し
、
再
び
掲
載
し
て
翻
刻
出
版
し
て
い
る
事
例

を
考
察
し
た
。 

『
廉
明
奇
判
公
案
』
の
四
巻
本
に
は
四
種
の
版
本
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
善

本
（
以
下
、
国
図
善
本
）、
京
都
大
学
法
学
部
図
書
室
蔵
本
（
京
大
蔵
本
）、
北
京
大
学
・
潘
建
国
教

授
私
蔵
本
（
両
靖
室
主
人
蔵
本
）、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
普
通
古
籍
本
（
国
図
普
通
本
）
で
あ
る
。 

国
図
善
本
に
は
、
判
決
部
分
が
故
意
に
削
ら
れ
た
不
完
全
な
話
（「
残
篇
故
事
」
と
称
す
）
が
一

話
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
国
図
善
本
の
目
録
に
は
空
白
に
な
っ
た
部
分
が
あ
り
、

そ
れ
は
第
三
巻
の
第
一
則
「
韓
按
院
賺
賍
獲
賊
」
と
第
二
則
「
朱
代
巡
判
酷
吏
」
の
間
に
相
当
す
る
。

こ
の
部
分
に
は
故
意
に
削
り
取
っ
た
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
正
文
に
つ
い
て
は
、
第
一
則
は
話
が
完
結

し
て
お
ら
ず
、
全
十
二
葉
の
空
白
の
後
に
、「
残
篇
故
事
」
が
挟
み
こ
ま
れ
て
存
在
し
、
そ
の
後
に

第
二
則
の
頭
が
続
く
。 

京
大
蔵
本
の
目
録
も
、
第
三
巻
第
一
則
と
第
二
則
の
間
に
標
題
が
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
京
大

蔵
本
に
は
残
篇
故
事
が
な
い
の
で
あ
る
。
正
文
部
分
の
葉
数
は
連
続
し
て
お
り
、
空
白
の
葉
が
存
在

し
な
い
。
こ
の
違
い
を
除
い
て
、
京
大
蔵
本
と
国
図
善
本
の
版
式
は
全
て
一
致
し
、
内
容
も
同
じ
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
京
大
蔵
本
は
整
理
さ
れ
た
後
の
版
本
だ
と
考
え
ら
れ
た
。 

ま
た
、
書
肆
に
つ
い
て
は
、
京
大
蔵
本
は
第
一
巻
か
ら
牌
記
ま
で
、
い
ず
れ
も
「
雙
峰
堂
」
で
あ

る
が
、
国
図
善
本
は
「
建
泉
堂
」
や
「
雙
峰
堂
」
な
ど
複
数
の
書
肆
名
が
存
在
し
て
お
り
、
共
同
出
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版
、
或
い
は
盗
版
の
可
能
性
が
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
国
図
普
通
本
の
目
録
は
、
第
三
巻
第
一
則
「
韓
按
院
賺
賍
獲
賊
」
と
第
三
則
「
朱
代

巡
判
酷
吏
」
の
間
に
標
題
が
存
在
す
る
。
即
ち
、
「
王
巡
道
判
出
匿
名
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
国
図

普
通
本
は
現
存
が
一
冊
で
、
第
三
巻
の
正
文
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

折
し
も
、
「
残
篇
故
事
」
が
完
全
な
状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
両
靖
室
主
人
蔵
本
が
現
れ
た
。
大
業

堂
刊
本
で
、
国
図
普
通
本
と
同
系
統
と
考
え
ら
れ
る
。
「
残
篇
故
事
」
も
存
在
し
、
標
題
は
「
王
巡

道
察
出
匿
名
」
で
あ
る
。
両
靖
室
主
人
蔵
本
・
国
図
普
通
本
は
、
国
図
善
本
・
京
大
蔵
本
よ
り
も
物

体
と
し
て
新
し
い
こ
と
は
明
ら
か
で
、
潘
建
国
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
大
業
堂
が
後
に
初
印
本
『
廉

明
奇
判
公
案
』
の
印
本
を
入
手
し
て
翻
刻
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

中
国
の
出
版
や
流
通
事
情
は
、
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
く
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

 


